
見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

商 　 　 　 号

本 社 所 在 地
設 立 年 月 日
資 　 本 　 金
従 業 員 数
事 業 所

支店・営業所

工 場

株 式 の 状 況
発行可能株式総数
発行済株式総数
株 主 数

グ ル ー プ 会 社

（注）波多健治郎及び轟　茂道の両氏は社外取締役であります。また、野口修一
及び細木幸仁の両氏は社外監査役であります。

信越ポリマー株式会社
（Shin-EtsuPolymerCo.,Ltd.）
東京都千代田区神田須田町一丁目９番地
昭和35年９月15日
11,635,953,759円
612名（連結3,942名）

大阪支店、名古屋支店、福岡支店、
仙台営業所
東京工場、児玉工場（以上、埼玉県）、
南陽工場（山口県）

 320,000,000株
 82,623,376株
 10,226名
しなのポリマー株式会社、浦和ポリマー株式会社
新潟ポリマー株式会社、信越ファインテック株式会社
株式会社サンエース
蘇州信越聚合有限公司
信越聚合物（上海）有限公司
東莞信越聚合物有限公司
Shin-EtsuPolymerHongKongCo.,Ltd.
Shin-EtsuPolymerVietnamCo.,Ltd.
Shin-EtsuPolymer（Thailand）Ltd.
Shin-EtsuPolymer（Malaysia）Sdn.Bhd.
Shin-EtsuPolymerSingaporePte.Ltd.
P.T.Shin-EtsuPolymerIndonesia
Shin-EtsuPolymerIndiaPvt.Ltd.
Shin-EtsuPolymerAmerica,Inc.
Shin-EtsuPolymerEuropeB.V.
Shin-EtsuPolymerHungaryKft.

取締役会長
代表取締役社長
専務取締役
常務取締役
常務取締役
取 締 役
取 締 役
取 締 役

日 浦 　 致
小 野 義 昭
小 崎 　 啓
小 池 忠 彦
出 戸 利 明
波　多　健治郎
轟 　 茂 道
川 村 　 豊

取 締 役
取 締 役
取 締 役
取 締 役
常勤監査役
常勤監査役
監　 査　 役

髙 山 　 徹
古 川 幹 雄
菅 野 　 悟
柴 田 　 靖
小 川 哲 夫
野 口 修 一
細 木 幸 仁

会社の概況（平成28年３月31日現在）

役員の状況（平成28年６月28日現在）

株 主 メ モ

〒101-0041
東京都千代田区神田須田町１-９
電話　（03）5289-3712
ホームページアドレス　http://www.shinpoly.co.jp/

事 業 年 度
剰余金の配当基準日
定 時 株 主 総 会
単 元 株 式 数
株主名簿管理人
特別口座管理機関
公 告 方 法

毎年４月１日から翌年３月31日まで
３月31日（中間配当を行う場合は９月30日）
毎年６月
100株
東京都中央区八重洲一丁目２番１号
みずほ信託銀行株式会社
電子公告（http://www.shinpoly.co.jp/）
なお、やむを得ない事由によって、電子公告
によることができない場合には、日本経済新
聞に掲載して行います。

株 主 メ モ

株式に関するお手続
証券会社等に口座を
お持ちの場合

証券会社等に口座をお持ちでない場合
（特別口座の場合）

郵 便 物
送 付 先

お取引の証券会社等にな
ります。

〒168-8507
東京都杉並区和泉２-８-４
みずほ信託銀行株式会社
　証券代行部

電 話
お問合せ先

フリーダイヤル　0120-288-324
（土・日・祝日を除く９：00～17：00）

各 種 手 続
お 取 扱 店 

（ 住 所 変 更、
株主配当金
受 取 方 法
の 変 更 等 ）

みずほ信託銀行株式会社
　本店及び全国各支店
＊トラストラウンジでは、お取扱
できませんのでご了承ください。
みずほ証券株式会社
　本店及び全国各支店
　プラネットブース（株式会社み
ずほ銀行内の店舗）でもお取扱
致します。

未払配当金
の お 支 払

みずほ信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
株式会社みずほ銀行　本店及び全国各支店
（みずほ証券株式会社では、取次のみとなります。）

ご 注 意

支払明細発行については、
右の「特別口座の場合」
の郵便物送付先・電話お
問合せ先・各種手続お取
扱店をご利用ください。

特別口座では、単元未満株式の買
取・買増以外の株式売買はできませ
ん。証券会社等に口座を開設し、株
式の振替手続を行っていただく必要
があります。

単元未満株式買増・買取のご案内
　当社では、単元未満株式（１株から99株まで）の買増制度・買取制度を導
入しておりますので、ご利用ください。
　お手続の詳細は、上記記載のお取扱店にお問い合せください。

平成27年4月1日～平成28年3月31日

報告書

証券コード：7970

第56期
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　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげ
ます。
　このたびの「平成28年熊本地震」により被災さ
れた皆様に、心からお見舞い申しあげます。
　さて、ここに、当社グループの第56期連結会計
年度（平成27年４月１日から平成28年３月31日
まで）の事業の概況等をご報告申しあげます。
　当連結会計年度の業績は、売上高750億39百万
円（前期比4.6％増）、営業利益41億１百万円（前
期比83.8％増）、経常利益45億32百万円（前期比
58.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益31
億51百万円（前期比77.3％増）となりました。
　当期の期末配当金につきましては、業績及び今
後の事業展開等を総合的に勘案し、１株につき４
円50銭とさせていただきました。
　これにより、中間配当金４円50銭を加えた年間
配当金は、１株につき９円となります。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層の
ご支援とご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申
しあげます。
 平成28年６月

株主の皆様へ 財務ハイライト（連結）
期　  別

区　  分
第52期

（平成24年３月期）
第53期

（平成25年３月期）
第54期

（平成26年３月期）
第55期

（平成27年３月期）
第56期

（平成28年３月期）
［当連結会計年度］

売 上 高（百万円） 62,650 60,669 67,332 71,707 75,039
営 業 利 益（百万円） 1,071 944 1,314 2,231 4,101
経 常 利 益（百万円） 1,248 1,291 1,662 2,865 4,532
親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 304 210 720 1,777 3,151
1株当たり当期純利益（円） 3.74 2.59 8.86 21.85 38.55
総 資 産（百万円） 81,017 81,342 88,644 93,889 92,845
純 資 産（百万円） 60,749 63,020 68,088 72,250 71,253

（注）１株当たり当期純利益は、１株当たりの親会社株主に帰属する当期純利益であります。

（単位：億円） （単位：億円） （単位：億円）

（単位：億円） その他
（工事関連他）

電子デバイス事業
（入力デバイス、ディスプレイ関連デバイス、

コンポーネント関連製品）

精密成形品事業
（OA機器用部品、シリコーンゴム成形品、
半導体関連容器、キャリアテープ関連製品）

住環境・生活資材事業
（ラッピングフィルム等包装資材関連製品、
プラスチックシート関連製品、機能性コンパウンド、
塩ビパイプ関連製品、外装材関連製品）

182億5百万円
（24.3％）
182億5百万円
（24.3％）

65億22百万円
（8.7％）

65億22百万円
（8.7％） 199億33百万円

（26.5％）
199億33百万円
（26.5％）

303億77百万円
（40.5％）

303億77百万円
（40.5％）
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第52期 第53期 第54期 第55期 第56期 第52期 第53期 第54期 第55期 第56期 第52期 第53期 第54期 第55期 第56期

第52期 第53期 第54期 第55期 第56期

○売上高の推移 ○営業利益の推移

○親会社株主に帰属する純利益の推移

○経常利益の推移

○事業別売上割合代表取締役社長　小野　義昭
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当連結会計年度における世界経済は、米国では個人消費が堅調に推移するなど、総じて景気回復が続き、欧州も国ご
とに濃淡がありましたものの、緩やかな回復傾向にありました。アジアでは中国の景気減速やASEAN諸国での景気鈍
化がみられました。また、日本経済は、円安進行による輸入コストの上昇などがありましたものの、企業収益の改善傾
向が継続し、個人消費も底堅く緩やかな景気回復基調が続きました。
当社グループ関連の事業環境につきましては、自動車関連分野、半導体及びＯＡ機器関連分野の需要が堅調に推移し
ました。
このような状況のもと、当社グループは、販売面では、成長製品拡販に注力した営業活動を国内外で継続展開し、生
産面では、能力増強、生産効率及び品質向上などを目的とした設備投資を積極的に進めてまいりました。
今後の見通しにつきましては、世界経済は、米国など先進国は底堅く推移するとみられる一方、中国など新興国や資
源国を中心に景気の減速感が広がっております。また、日本経済におきましても、企業の設備投資は堅調に推移すると
みられるものの、個人消費の不振や更なる円高の進行など、景気停滞が懸念される状況にあります。
当社グループは、安全第一に、地球環境保全、コンプライアンスなどの企業の社会的責任を念頭に行動するとともに、
コーポレートガバナンスの充実及びリスク管理に万全を期し、企業体質の強化及び企業価値の向上に努めてまいります。

各事業の概況は、次のとおりであります。
（事業別売上高）

事業の名称等 前連結会計年度
（第55期）

当連結会計年度
（第56期）

電 子 デ バ イ ス 事 業 188億75百万円 199億33百万円
精 密 成 形 品 事 業 286億44百万円 303億77百万円
住 環 境 ・ 生 活 資 材 事 業 184億35百万円 182億 5 百万円
そ の 他 57億53百万円 65億22百万円

合 計 717億 7 百万円 750億39百万円

電子デバイス事業
当事業では、自動車関連入力デバイスを中心に順調な出荷が続き、全体として売上げは前年度を上回り、利益は大幅
に伸長しました。
入力デバイスは、自動車の電装化進展を背景に自動車用キースイッチ及びタッチスイッチの出荷が順調に推移し、薄
型ノートパソコン用タッチパッドの出荷も堅調で、売上げを伸ばしました。
ディスプレイ関連デバイスは、液晶接続用コネクターが堅調に推移しましたが、視野角制御フィルム（ＶＣ-Ｆｉｌｍ）
はＡＴＭ向けが低迷し横ばいとなりました。
コンポーネント関連製品は、電子部品検査用コネクターが順調に推移しました。
この結果、当事業の業績は、売上高199億33百万円（前期比5.6％増）、営業利益13億６百万円（前期比43.0％増）
となりました。

精密成形品事業
当事業では、半導体関連容器、ＯＡ機器用部品及びキャリアテープ関連製品の出荷が順調に推移し、全体として売上

げは前年度を上回り、利益は大幅に伸長しました。
半導体関連容器は、半導体業界の高水準な需要を背景に主力製品の出荷が好調に推移し、売上げを伸ばしました。
ＯＡ機器用部品は、主要ユーザー向け製品の出荷が回復したことから、売上げは前年度を上回りました。
キャリアテープ関連製品は、自動車向けやスマートフォン向け電子部品などの需要が堅調で、売上げは前年度を上回

りました。
シリコーンゴム成形品は、主力のメディカル関連製品や建材関連製品などの出荷が安定的に推移し、売上げを伸ばし

ました。
この結果、当事業の業績は、売上高303億77百万円（前期比6.1％増）、営業利益36億29百万円（前期比65.9％増）

となりました。

住環境・生活資材事業
当事業では、市場の需要低迷と価格競争の激化により、全体として売上げは伸び悩みましたものの、原材料価格安な

どにより、利益改善が進みました。
ラッピングフィルムなど包装資材関連製品は、食品スーパーマーケット向けが横ばいでしたが、外食産業向けの出荷

が堅調に推移し、売上げは前年度を上回りました。
塩ビパイプ関連製品は、住宅着工戸数の伸び悩みにより、受注量確保が厳しい状況が続き、売上げは前年度を下回り

ました。
機能性コンパウンドは、自動車用が安定的に推移したものの、電線用が低迷し、売上げは前年度を下回りました。
外装材関連製品は、需要低迷と価格競争激化などの影響により、売上げは伸び悩みました。
この結果、当事業の業績は、売上高182億５百万円（前期比1.2％減）、営業損失50百万円（前期は７億12百万円の損

失）となりました。

その他
工事関連では、首都圏を中心に商業施設の新築・改装物件の受注を獲得するなど、全体として、売上げは前年度を上

回りました。
なお、上記各事業に含まれない新規事業開発関連をその他に含めております。
この結果、その他の業績は、売上高65億22百万円（前期比13.4％増）、営業損失７億40百万円（前期は１億15百万

円の損失）となりました。

事業の概況
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≪トピックス≫連結財務諸表

連結貸借対照表（要旨） （単位：百万円）

科　　目 前期末
（平成27年３月31日現在）

当期末
（平成28年３月31日現在）

（資産の部）
流 動 資 産 69,663 69,953

現 金 及 び 預 金 37,333 38,725
受取手形及び売掛金 19,050 17,037
た な 卸 資 産 9,448 9,367
そ の 他 4,254 5,217
貸 倒 引 当 金 △ 423 △ 394

固 定 資 産 24,225 22,892
有 形 固 定 資 産 20,693 19,771
無 形 固 定 資 産 530 412
投資その他の資産 3,001 2,708
投 資 有 価 証 券 1,551 1,265
繰 延 税 金 資 産 322 413
そ の 他 1,127 1,029

資　 産　 合　 計 93,889 92,845
（負債の部）

流 動 負 債 19,864 20,035
支払手形及び買掛金 13,338 12,621
短 期 借 入 金 0 0
そ の 他 6,526 7,413

固 定 負 債 1,774 1,556
長 期 借 入 金 1 0
そ の 他 1,772 1,556

負 債 合 計 21,638 21,592
（純資産の部）

株 主 資 本 67,694 70,493
資 本 金 11,635 11,635
資 本 剰 余 金 10,469 10,718
利 益 剰 余 金 46,321 48,667
自 己 株 式 △ 731 △ 528

その他の包括利益累計額 3,660 743
その他有価証券評価差額金 441 305
為替換算調整勘定 3,200 449
退職給付に係る調整累計額 18 △ 11

新 株 予 約 権 58 15
非支配株主持分 836 －

純 資 産 合 計 72,250 71,253
負債・純資産合計 93,889 92,845

連結損益計算書（要旨） （単位：百万円）

科　　目
前連結会計年度
自平成26年４月１日（至平成27年３月31日）

当連結会計年度
自平成27年４月１日（至平成28年３月31日）

売 上 高 71,707 75,039
売 上 原 価 53,173 54,143

売 上 総 利 益 18,534 20,896
販売費及び一般管理費 16,303 16,795

営 業 利 益 2,231 4,101
営 業 外 収 益 945 818
営 業 外 費 用 311 387

経 常 利 益 2,865 4,532
特 別 利 益 62 －
特 別 損 失 541 158

税金等調整前当期純利益 2,386 4,373
法人税、住民税及び事業税 823 1,353
法 人 税 等 調 整 額 △ 154 △ 140
法 人 税 等 合 計 668 1,213
当 期 純 利 益 1,717 3,160
非支配株主に帰属する当期純利益又は
非支配株主に帰属する当期純損失（△） △ 60 8
親会社株主に帰属する当期純利益 1,777 3,151

連結キャッシュ・フロー計算書（要旨） （単位：百万円）

科　　目
前連結会計年度
自平成26年４月１日（至平成27年３月31日）

当連結会計年度
自平成27年４月１日（至平成28年３月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,656 7,682
税金等調整前当期純利益 2,386 4,373
減 価 償 却 費 3,868 3,315
売上債権の増減額（△：増加） △ 577 438
たな卸資産の増加額 △1,004 △ 214
仕入債務の増減額（△：減少） 22 △ 458
法人税等の支払額 △ 782 △ 884
そ の 他 744 1,112

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,572 △4,768
定期預金の増減額（△：増加） 1,809 △ 882
有形固定資産の取得による支出 △3,234 △3,985
そ の 他 △ 147 100

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 604 △1,179
配 当 金 の 支 払 額 △ 731 △ 733
そ の 他 127 △ 445

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,556 △1,347
現金及び現金同等物の増加額 4,036 388
現金及び現金同等物の期首残高 30,786 34,823
連結の範囲の変更に伴う現金及び
現 金 同 等 物 の 増 加 額 － 166
現金及び現金同等物の期末残高 34,823 35,377

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

当社グループ「環境・社会報告書2015」が「第19回環境コミュニケーション大賞」で　　　　　　　　　
優良賞（第19回環境コミュニケーション大賞審査委員長賞）を受賞
当社グループの環境・社会に関する取り組みをまとめた「環境・社会報告書2015」が、
2016年3月25日に行われた環境省と一般財団法人　地球・人間環境フォーラムが主催す
る「第19回環境コミュニケーション大賞」において、優良賞（第19回環境コミュニケー
ション大賞審査委員長賞）を受賞しました。
同大賞は、優れた環境報告者などを表彰し、企業などの環境コミュニケーションへの取り
組み促進及び情報の質的向上を図ることを目的とした表彰制度です。
受賞理由は、次のとおりです。
◎　グループが掲げている目標、トップのメッセージ及びコミットメントが明瞭であり、
しかも、その詳細について参照すべきページを付記しており、容易に理解できる。
◎　グループ内では、グリーン運動として環境保全及び環境経営に組織的に取り組んでお
り、同運動の一環たる第4次中期目標2014年度実績では、CO2（二酸化炭素）削減を
はじめ各目標、実績、達成度合い及び2015年度の課題が明瞭に示されている。
◎　調達環境配慮・貢献製品を認定しているが、その認定基準は緻密に作りこまれており、
製作者の熱意が伝わってくる。
当社グループでは、2000年から「環境面を切り口とする生産性向上活動」のために「グ
リーン運動」に取り組み、継続的に情報を開示してきました。今後も持続可能な発展を目
指した循環型経済社会の構築に積極的に参画し、情報を開示していきます。

当社の販売子会社Shin-Etsu Polymer Singapore Pte.Ltd.がベトナムに販売会社を設立
当社の100%子会社であるShin-EtsuPolymer Singapore Pte.Ltd.が全額出資でベトナ
ムに、Shin-EtsuPolymerVietnamCo.,Ltd.を設立し、2016年4月1日から業務を開始
しました。
Shin-EtsuPolymer Singapore Pte.Ltd.は、2014年5月、タイにShin-Etsu Polymer
（Thailand）Ltd.を開設し、タイをはじめマレーシアやインドネシアなど東南アジア地域
への販売強化を図り、Shin-EtsuPolymerVietnamCo.,Ltd.を新設することで、ベトナ
ムでの販売を強化していきます。
今後、ベトナムに拠点を置くことで、当社の取扱製品であるＯＡ機器用部品、自動車用入
力デバイス（キースイッチ）、機能性コンパウンドなどのベトナム国内への販売を拡大し
ていきます。また、製品技術・品質に関するサービスの提供を行います。
　■会社の概要　
　商　　　号：Shin-EtsuPolymerVietnamCo.,Ltd.
　資　本　金：USD300,000
　所　在　地：9Floor,VITBuilding,No.519KimMaStreet,
　　　　　　　NgocKhanhWard,BaDinhDistrict,HanoiCity,Vietnam
　電 話 番 号：+84-4-6274-1445
　FAX番号：+84-4-2220-8822

Shin-Etsu Polymer Vietnam Co.,Ltd.が入居
しているビル

「環境・社会報告書2015」
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